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や Styrene oxideなど毒性の高い物質を代謝する EHについてはその比較、検討
はされていない。EH は４つのファミリータンパク質が報告されており、
microsomal epoxide hydrolase(mEH)は外来異物代謝する主要な酵素である。










合成基質 PHOME を用いてエポキシドヒドロラーゼ活性を測定した結果、mEH と
sEHで高い発現がみられた肝臓と腎臓で高い活性が見られた。次に、高い活性が
見られた肝臓と腎臓においてミクロソーム画分とサイトゾール画分に分け、存
在量と活性について検討した結果、mEH の基質である cis-stilbene oxide では
ラットの肝臓のミクロソーム画分で高い活性が見られ、マウスの肝臓のミクロ
ソーム画分でも活性が見られた。一方、sEHの基質である trans-stilbene oxide
ではマウスの肝臓のサイトゾール画分で高い活性が見られた。精製 sEH タンパ
ク質の活性検討ではヒト、ラットに比べ、マウスでは活性が低かった。 
 
